
地 域 計 画 の 策 定 状 況 に つ い て 

 

地域計画の策定については、令和 5 年 4 月 1 日の農業経営基盤強化促進法改正法の施行

により、令和 7年 3月 31 日までに行わなければならないとされており、本市においても令

和 5 年度より策定に向け取り組んでまいりました。このたび、本市における地域計画の策

定状況について以下のとおり報告します。 

 

１ 地域計画策定の概要 

（１）地域計画とは 

高齢化や人口減少の本格化を迎え、農業者の減少や耕作放棄地が拡大し、地域の農地

が適切に利用されなくなることが懸念されるなか、農地を利用しやすくするよう、農地

の集約化等の取組を加速化することが、喫緊の課題とされています。 

その対策として、地域で守り続けてきた農地を次世代に着実に引き継いでいくために、

「地域で話し合いをしていただき、農地の受け手を確保しつつ農地の集約化等を進める

計画」を市町村で策定することが法制化（農業経営基盤強化促進法改正）されました。 

 

（２）地域計画の対象 

地域計画の策定については、市街化区域を除いた区域（市街化調整区域）の農地が対

象となり、本市におきましては以下の 17 地区 23 集落が対象となります。 
 
＜地域計画の対象となる地域＞ 

①上西、②東江井、③西江井・福田、④清水・浜西、⑤鳥羽新田、⑥中之番・大窪、

⑦松陰、⑧長池、⑨清水新田、⑩松陰新田、⑪金ケ崎・柳井・長坂寺、⑫金ケ崎北（※

農会の無い区域）、⑬中尾・西島、⑭天郷、⑮馬坂ノ上（※市外農会）、⑯戌亥谷（※

農会の無い区域）、⑰大澤（※市外農会） 

 

２ 地域計画策定の状況 

（１）アンケートの実施・集計 

地域計画の策定にあたっては、農業委員会でアンケートを実施し、その結果を基に地

域における話し合いの場を設けることとされており、本市におきましても、明石市農業

委員会で農地を所有又は耕作する全ての方を対象にアンケートを実施しました。アンケ

ートの主な内容及び集計結果の概要については次のとおりとなります。 
 
＜アンケートの主な内容及び集計結果＞（送付件数 1497 件、返送 1318 件、回答率 88％） 

・今後の農業経営について ☞【拡大 4％・現状維持 52％・縮小 42％・無回答 2％】 

・農業の後継者について  ☞【いる 27％・いない 65％・無回答 8％】 

・農地の今後について   ☞【自作 46％・貸借 29％・売却 21％・無回答 4％】 

 

（２）地域計画策定に向けた協議 

アンケートの結果を基に、各地区の農業関係者の方と、主に「10 年後の農地の経営を

どなたが担っていただけるか」について協議を行いました。協議に際しては、事前に農
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会役員との話し合いをベースとした計画素案を作成し、農業委員会やＪＡ、農地バンク

や兵庫県、またコーディネート業務を委託した兵庫県土地改良事業団体連合会とも連携

しながら、地区毎に農地を所有又は耕作する全ての方を対象とした協議会を各地区 2 回

開催のうえ、地域計画案を策定しました。（別紙地域計画案（抜粋）参照） 

 

（３）地域計画案の縦覧・公告 

3 月 10 日（月）から 3 月 23 日（日）までの 2 週間、明石市のホームページ上で縦覧

し、3月 28 日（金）付けで公告を行う予定です。 

 

３ 今後の地域計画について 

（１）地域計画の変更・修正 

来年度以降の地域計画の取扱いについてですが、軽微な変更の場合は、全地区で年 1

～2回程度、主に市主導で見直しを行う予定です。大幅に変更・修正が生じる場合には、

地域における協議も実施し、随時に見直しを行います。 

 

（２）補助事業との連携 

地域計画の策定を後押しするため、国の農業関連の各種補助事業について地域計画の

策定を了していることが条件となりました。今後、各種補助事業の申請にあたり地域計

画を変更する必要が生じた場合には、都度、地域で協議のうえ地域計画を変更していき

ます。 

 

 



１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況 （令和６年５月現在の状況）

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における７０才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

　　当地区の農地約１７．０haのうち１６．５haは、平成３年から平成６年にかけ圃場整備事業が実施され、基本的には３０a区画
の農地が整備されている。地区内にはパイプラインが設置され、作業の軽減と円滑な用水管理をしている。温暖な気候と大都市
に近い地理的条件ではあるが、地区内の農家のほとんどが兼業農家であり、水稲を中心に生産を行っている。
  平成９年には、効率的な農地利用と生産性を高めることと、農業に対する費用と労力の削減を目的として、「東江井地区営農組
合」が設立された。当地区も他の地区と同様に、農業者の平均年齢が７２．３才と高齢化が進み、後継者が不足する事態となっ
ている。

　地域の主な取組として、減農薬(農薬の使用を半減以下に)・減化学肥料（化学肥料の使用なし）のヘアリーベッチ米を生産し、
「花美人」としてブランド化している。地球温暖化防止や二酸化炭素削減のため、順次、ヘアリーベッチ米の導入を進めていく。
　今後も、市内酪農家と連携し、牛糞をたい肥化のうえ、肥料として利用していく。
　養蜂家とも連携し、ヘアリーベッチの栽培を利用したハチミツの採取についても継続していく。
　自然や農業と触れ合う機会を求めている市民の期待に応え、また地区農業に愛着を持ち支援してもらえるように市民農園の運
営を続けていく。
　農作業の効率化を図るため、農地の集積・集約化を進めるとともに、個人ごとの農業機械投資を止め、大型機械の共同利用を
進めることで、経費の削減と省力化を図る。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
　農地バンクへの貸付けを進めつつ、担い手への農地の集積・集約化を基本としつつ、担い手の農作業に支障がない範囲で農
業を担う者により農地利用を進める。

8.2

4.2

11.9

7.3

（備考）
⑤＝地域内の農業を担う者一覧の「10年後の経営面積＋作業受託面積」－「現状欄の経営面積＋作業受託面積」
将来引き受ける意向のない農地については、地域計画において鋭意引き受け手を探すこととする。

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における７０才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 17.0

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 16.5

②　田の面積 17.0

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 0

目標年度 令和１６年度

市町村名
(市町村コード)

明石市

(28203)

地域名
（地域内農業集落名）

東江井地区

（東江井集落）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和７年３月〇〇日

更新年月日

（案）



％

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

16

ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha

注１：「属性」欄には、認定農業は「認農」、認定新規就農者は「認就」、法人化を行うことが確実であると市町村が判断する
　　集落営農は「集」、基本構想水準到達者は「到達」、農業協同組合は「農協」、農業支援サービス事業者（農協を除く）は
　　「サ」、上記に該当しない農用地等を継続的に利用する者は「利用者」の属性を記載してください。
　２：「経営面積」「作業受託面積」欄には、地域計画の対象地域内における農業を担う者の経営面積、作業受託面積
　　を記載してください。
　３：農業を担う者に位置付ける場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
　４：作業受託面積には、基幹３作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、
　　経営面積に含めてください。
　５：備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
　　てください。

計 ３７経営体 11.57 0 15.79 0

別紙のとおり

①アライグマやヌートリアの被害が拡大しないよう農業者と市（猟友会）が連携し、捕獲機の設置・捕殺を進める。
②地域で進めているヘアリーベッチ米の生産面積の拡大に努める。
⑧担い手の営農や農業を担う者の利用状況などを考慮し、農協では、出荷・調製施設など農業用施設の集約化を進めるととも
に、ヘアリーベッチ米を他の米と混合しないように乾燥機を別に用意する。
⑨市内酪農家と連携し、牛糞をたい肥化のうえ、肥料として利用していく。
⑩今後、機械の更新の際には、大型化を進め、作業効率の向上や省力化を図っていく。

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等

【選択した上記の取組内容】

  地域内で農作業の効率化を図るため、東江井地区営農組合で農作業委託を受けることにより、遊休農地の発生防止に努めて
いる。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ⑤果樹等

⑩その他

③スマート農業

⑧農業用施設

④畑地化・輸出等

⑨耕畜連携等

  個別で管理できなくなった場合は、所有者の貸し付け意向・時期などに配慮しながら、農地バンクの利用を検討する。

（３）基盤整備事業への取組
　多面的機能支払交付金を活用し、水路等の長寿命化を図っていく。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組
  市やJAと連携し、地域内外から多様な経営体を募集し、栽培技術や農業用機械のレンタルなどの支援や生産する農地をあっ
せんし、相談から定着まで切れ目のない取り組みを展開する。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

　農業を担う者が利用する農地面積の団地数及び面積は、３７個所、平均３１a（令和６年度時点）であり、
　団地数の削減及び団地面積の拡大を進める。

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組
  離農、規模縮小が生じた場合、近隣の農業者を中心に東江井地区営農組合等が調整し、農地の集積、集約を検討する。

（２）農地中間管理機構の活用方法

現状の集積率 5 ％ 将来の目標とする集積率 6

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標



５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

番号
事業体名

（氏名・名称）
作業内容 対象品目



４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者） （令和６年５月現在の状況）

1 ha ha ha ha AK
2 ha ha ha ha AA
3 ha ha ha ha D
4 ha ha ha ha H
5 ha ha ha ha T
6 ha ha ha ha L
7 ha ha ha ha C
8 ha ha ha ha R
9 ha ha ha ha P

10 ha ha ha ha M
11 ha ha ha ha Q
12 ha ha ha ha AF
13 ha ha ha ha U
14 ha ha ha ha AC
15 ha ha ha ha Z
16 ha ha ha ha V
17 ha ha ha ha N
18 ha ha ha ha X
19 ha ha ha ha O
20 ha ha ha ha G
21 ha ha ha ha E
22 ha ha ha ha F
23 ha ha ha ha AG
24 ha ha ha ha AB
25 ha ha ha ha AE
26 ha ha ha ha I
27 ha ha ha ha Y
28 ha ha ha ha AD
29 ha ha ha ha AH
30 ha ha ha ha A
31 ha ha ha ha B
32 ha ha ha ha J
33 ha ha ha ha K
34 ha ha ha ha AI
35 ha ha ha ha S
36 ha ha ha ha AJ
37 ha ha ha ha W

平均： 0.31 0.43
集積率： 5% 6%
全体 17.00 17.00

11.57 15.79

0
水稲 0 0 水稲 0.17 0
水稲 0 0 水稲 1.81

0
水稲 0.33 0 水稲 0.33 0
水稲 0.64 0 水稲 0.58

0
水稲 0.18 0 水稲 0.02 0
水稲 0.10 0 水稲 0.10

0
水稲 0.42 0 水稲 0.63

0
水稲 0.11 0 水稲 0.30 0
水稲 0.08 0 水稲 0.32

水稲 0.29 0 水稲 0.29

0水稲 0.29 0 水稲 0.29
水稲 0.53 0 水稲 0.17 0

水稲 0.46
0

水稲

水稲 0.05 0 水稲 0.05 0
水稲 0.17 0 水稲 0.43

0
水稲 0.10 0 水稲 0.10 0
水稲 0.68 0

水稲 0.15 0 水稲 0.15 0
水稲 0.06 0 水稲 0.06

0

水稲 0.68

0

利用者

0.18 0 水稲 0.07

利用者

水稲 0.03 0 水稲 0.05

利用者
利用者
利用者
利用者

水稲 0.30 0 水稲 0.30

利用者

利用者

利用者 水稲 水稲0

利用者
利用者
利用者

0

水稲 0.30 0 水稲 0.86 0

利用者

水稲 0.11 0 水稲 0.11

利用者
利用者
利用者
利用者

0

0 水稲 0.73

利用者

水稲
0

0

0
利用者

0

0.46 0 水稲 0.31 0

0

利用者

水稲 1.22 0 水稲 1.22

利用者
利用者
利用者

0利用者
利用者

利用者 水稲 0.31 0 水稲 0.31 0
水稲 0.21 0 水稲

集 水稲 水稲 1.030 00.92

0.19 0 水稲 0.30 0
0

利用者
利用者 水稲 0.32 0 水稲 0.30

水稲利用者
利用者

備考

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

経営作目等 経営面積
作業受
託面積

経営作目等

（目標年度：令和１６年度）

目標地図上
の表示

00.300

経営面積
作業受
託面積

水稲 0.24 0 水稲 0.24 0
0

0

水稲 1.63 0 水稲 2.24

0
水稲 0.03 0 水稲 0.03

利用者 水稲 00.13 0.30水稲
利用者

利用者

利用者

0.21

利用者
利用者

水稲 0.37 0 水稲 0.41



 

東江井地区目標地図 

・黄色の枠は地区境界線を示しています。 

・色付きの土地は、凡例の耕作者が将来の

耕作予定者となります。 

・白抜きの土地は、将来の耕作者につき検

討中の土地となります。 

・目標地図は修正可能ですので、変更等が

ありましたらお申し出ください。 


